

































































































































































       
図３　食事場面のきつねの表情
Ｃ児：これは，おおかみが言ったと思う。その前のせりふで，ひよことあひるとうさぎがいることに気が付いてい
るから，きつねのにおいも嗅ぎ付けて言った言葉だと思う。
Ｄ児：きつねが言ったと思うよ。「言うなり，きつねはとび出した」と書いてあるから，３匹の動物よりも自分がい
ることを知らせたかったんじゃないかな。
Ｅ児：今まで，優しいとか親切とか神様みたいとか，言われたことがない言葉を言われて，一緒に暮らしたいと
思っていたかもしれない。
Ｆ児：きつねは，きっと，友達を守りたかったんだね。
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　児童の大半が，おおかみが言ったせりふだと考えて
いた。音読を何回もしていたにもかかわらず，せりふ
の前後の様子を細かく考えて読んでいなかったことが
分かった。この日欠席していた児童に，初めはおおか
みが言ったと話をしていた児童が「このせりふは，誰
が言ったと思う？きつねなんだよ。だって…」と教え
ている姿があった。友達の発言を受け止め，理解を深
めた様子が伺えた。
　また，おおかみとの闘いの後の心情メーターでは，
児童全員がきつねの良い気持ちを５と示していた。キ
ツネの気持ちを想像して書いたワークシートには，「おれは，三人のおともだちをまもれた。でも，三人はおおかみに
たべられなくてよかったよ。おれのともだち。おれがしなないで，あのおともだちと，たのしくすごしたかったな。三
人のともだち，いっしょにすごせなくてごめんね。いっしょにすごしていて，いっしょにあそびたかったね。ごちそう
も，いっしょにしゃべって，たべたかったね。おともだちをだれかにたべさせるのはいけないけど，だれかにひろって
もらわないといけないからね。」と書いていた児童もいた。
　　④　自分の役になりきって，会話や地の文の読み方を考える。
　紙芝居をするために，まずは班の中で役を決めた。その役に応
じて，どのように読むと様子や気持ちが伝わるのか，担任がいく
つかの読み方をやってみせ，どんな読み方が伝わりやすいのか考
えた。すると，言葉の速さや声の大きさ，声の高さが関係してい
ることに気が付いた。そこで，自分の役でどの言葉をどんな風に
読むか，それぞれが考え練習した。（図５）
　図５に示した児童は，それまでのワークシートに，やさしいと
言われて嬉しくなったこと，動物を獲物として見て食べようとし
ていることなどを読み取り，記述していた。学習を通して自分が
読み取った部分を，強調して読もうとしていることが読み取れる。
　　⑤　クイズを考える。
　１年生に聞かせるにあたり，クイズを出すと初めに伝えておくと，よく聞いていくれるのではないかと，子どもたち
からアイディアが出た。そこで，本文中に書かれている内容をクイズにすることにした。個人でいくつかのクイズを考
え，班でクイズを出し合うと，答えに困るものもいくつか出てきた。友達同士で，「それはどこにかいてあったの？」
と尋ねたり，「それなら，こういう聞き方の方がいいんじゃない？」と新たに提案したりする場面も見られた。教科書
には何と書いてあったのかと，正しい答えを見つけるために，何度も読み返す姿も見られた。
４　実践の結果と分析・考察
　⑴　登場人物の心情を理解する。
　　①　挿絵の活用と吹き出しの活用
　挿絵を見て，友達と全く同じ想像をするということはない。まったく同じではないからこそ，想像したことを言葉で
伝えようとしたときに，友達との違いに気付き，交流が生まれる。言葉だけでは語ることができない部分を友達と共有
することで，会話からさらに想像を膨らませることができた。このことから挿絵は登場人物の気持ちの変化を感じ取る
のに有効であったと感じる。また，ほんの一言で書かれている場面も，登場人物が考えていることを吹き出しに自分の
言葉で書いてみることによって，その人の立場になって考えることができた。登場人物の気持ちを想像するときに，自
分の経験とつなげたりその時の気持ちを思い出したりして考えている。この想像するという行為が，思考の幅を広げる
ことにつながるのではないかと考えた。次に同じような物語に出会ったときには，挿絵がなくても場面や登場人物の気
持ちを想像しながら読み進めることができるのではないか。
図４　Ｃ児とＤ児のワークシート（左：Ｃ児　右：Ｄ児）
図５　紙芝居の音読計画
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　　②　心情メーターの活用
　初めての取組であったが，心情メーターの色を塗ると，友達と「何個にした？」と確認する児童が多かった。ここか
ら会話が弾んだように，自分の考えを否定せずに受け止めてもらい，いろいろな受け止め方があるのだということを実
感できる時間であった。普段は手を挙げて発言しない児童も，友達に自分の考えを伝える姿が見られた。このことから，
色を塗ることで友達と自分の考えを容易に比較でき，違いが明確になるという利点が，会話を誘発したと考えられる。
授業の終わりに，学級全体でワークシートをもとに全員分のきつねの気持ちを心情メーターと同じ色で色分けして書き
出してみた。児童は，内容に加えて文字の色の量で気持ちの大きさを感じ取っていたようであった。
　さらに，場面を追うごとにハートの数にも変化が見られた。それは全員が同じように変化したのではなく，個人の考
えに基づいて変化の仕方は様々であった。きつねがひよこたちを食べてしまいたい気持ちと，やさしい言葉を掛けられ
てうれしい気持ちで揺れ動くのを，感じ取っていたからだと考える。しかし，きつねが死んでしまう場面では，児童全
員がきつねの気持ちは良い気持ちを５つ塗っていた。友達との交流を通してきつねのひよこたちへの気持ちが変わって
いることに気が付くことができたのだと考える。
　心情メーターの課題として，場面の前後の変容を一度では見ることができないということがあげられる。実際，お話
の初めからどのように自分が感じてきたか，その変化を自分で自覚することがすぐにはできなかった。今回はその連続
性よりも，自分の考えを自覚し，友達との交流を促すためのツールとして取り入れた。その点では，児童の思考を促す
ことができたと考えられる。
　⑵　単元を貫く言語活動
　物語の場面の様子をしっかり捉えようと教科書に立ち返ろうとする場面がいくつか見られた。一つはきつねとおおか
みの闘いの様子を想像する場面，もう一つはクイズを作る場面である。どちらも物語の内容を，言葉できちんと捉えよ
うとしていた。それまでに，挿絵を活用して登場人物の様子や話の流れを学習したことで，その状況を絵ではなく言葉
で捉えることの大切さを児童が感じていたと考えられる。
　また，紙芝居もクイズも１年生に言葉で伝えるという活動であった。初めは挿絵をよりどころにして学習に参加して
いた児童も，教材文や友達との交流という言語を介しての学習に移行してきたように思われる。視覚情報と言語情報の
両方を行き来しながら活動したことが，単元の終盤に挿絵以上に教材文を活用しようとしたことにつながった。
５　今後の課題
　１年生に紙芝居を読んだとき，最後までしっかり聞いてもらったことやクイズを真剣に考えてもらったことが嬉し
かったと振り返る児童がたくさんいた。目標にしていた紙芝居を達成できたことはもちろん，１年生にクイズのヒント
を出しながら，お話の内容にどっぷりと浸ることができたこと，何より楽しかったと言ってもらえたことなどがあげら
れるだろう。活動後に，「２学期も別のお話でやりたいね」と話している児童もいた。説明文や物語文の学習と並行し
て，読書に取り組む単元が増えている。言語活動とともに取り入れることにより，本を手に取る機会を増やし，自分で
探す，自分で調べる方法を身に付けられるようにしていきたい。
　本実践の課題は，児童の語彙力の個人差である。児童同士の会話を聞いていても，説明している言葉の意味を想像で
きないために，せっかく話してもらっても会話が成立していなかったことや，自分で考えていることがあっても，うま
く伝えられず大人が仲介することで伝えられたということもあった。友達と交流したり，考えを深めたりするためには，
語彙が豊富であることに越したことはない。学年に応じた言語指導とともに読書活動の充実を図っていきたい。本を読
むことに対して，少しでも苦手意識がなくなり，自分から読むきっかけを作ることができるよう，継続的かつ，内容的
に充実した形で今後も取り組んでいく。
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